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こんな電話は詐欺！★ 息子や孫を装い「トラブル解決にお金が必要」などと電話をかけてきた犯人に 自宅や指定の場所でお金をだまし取られる被害が多発 ★ 不審な電話は迷わず110番！

しんじゅく情報局

地
域
セ

新宿ミニ博物館第8号館に登録

木組み博物館のご利用を

　区では、区内の文化財のほか、地場産業

や伝統工芸の工房等を「新宿ミニ博物館」

として登録しています。

　今回、日本の伝統の木造建築の文化と技

術を学び、体験できる「木
き

組
ぐ

み博物館」を

「新宿ミニ博物館」に登録しました。

【所在地】西早稲田2―3―26、ホールエイト3階

【開館日時】火～木曜日午前10時～午後4時

【入館料】無料

【展示内容】薬師寺西

塔の木組み模型、木組

み・左官・漆塗り等の

模型・見本、建築に使

用される木材の樹種

の見本ほか

【問合せ】木組み博物

館（3209）0430へ。

暮
ら
し
の
講
座


医
療
シ
リ
ー
ズ

　
「
目
の
ト
ラ
ブ
ル

119番
」

【
日
時
】

2月

27日

午
後

2時
～

4

時

【
会
場
】
戸
山
生
涯
学
習
館
（
戸
山

2―

11―

101）

【
内
容
】
白
内
障
・
網
膜
症
・
ド
ラ
イ
ア

イ
な
ど
眼
病
の
解
説
と
講
演
「
目
の

健
康
を
保
つ
た
め
に
大
切
な
こ
と
」

（
講
師
は
片
井
直
達
／
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
眼
科
医
長
・
眼
科

診
療
科
長
）

【
協
力
】
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー【
申
込
み
】

1月

27日

か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
戸
山
図
書
館
（
戸
山

2―

11―

101）
（

3
2
0
7）

1
1

9
1へ

。先
着

40名
。

魚
の
お
ろ
し
方
教
室

　
区
内
の
鮮
魚
店
店
主
が
個
別
に
指

導
し
ま
す
。

【
日
時
】

3月

6日

午
前

10時
～

12

時

【
会
場
】
落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー

（
下
落
合

4―

6―

7）

【
対
象
】
区
内
在
住
の

16歳
以
上
（
同

教
室
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
方
を

除
く
）、

15名

【
持
ち
物
】
先
の
尖
っ
た
包
丁
（
出
刃

包
丁
な
ど
）、
ふ
き
ん
ほ
か

【
申
込
み
】
往
復
は
が
き
（

1枚
に
付

き

1名
）
に

3面
記
載
例
の
と
お
り

記
入
し
、

2月
8日

（
必
着
）
ま
で
に

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係
（
〒

1
6

0・

0
0
2
3西

新
宿

6―

8―

2）


（

3
3
4
4）

0
7
0
1へ

。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

講
演
会
「
若
者
の
心
理
状
態
と

親
の
関
わ
り
方
」


子
ど
も
の
自
立
に
悩
む

　
保
護
者
の
方
へ

【
日
時
】

2月

21日

午
後

1時
～

4

時

15分

【
会
場
】
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
等
複
合

施
設
（
三
栄
町

25）

【
対
象
】

15歳
～
お
お
む
ね

39歳
の
若

年
非
就
業
者
の
保
護
者
、

50名

【
内
容
】
講
演（
講
師
は
谷
口
英
子
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
相
談
室
ハ
ー
モ
ニ
ー
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）と
保
護
者
の
体
験
談

【
共
催
】
新
宿
区

【
申
込
み
】
電
話
で

2月

19日

ま
で

に
区
勤
労
者
・
仕
事
支
援
セ
ン
タ
ー


（

3
2
0
0）

3
3
1
1へ

。
若
年

者
就
労
支
援
室「
あ
ん
だ
ん
て
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://a
n
d
a
n
te
-

sh
in
ju
k
u
.n
e
t/
）
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。

高
齢
者
の
お
む
つ
代
を

医
療
費
控
除
で
確
定
申
告
す
る
方
へ

寝たきり高齢者等に

障害者控除が適用されます

地地域域のの歴歴史史やや文文化化をを

未未来来ににつつななげげよようう！！

　
「
国
民
健
康
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
」「
介
護
保
険
料
」は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税

や
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
納
付
額
は
、
次
の
方
法
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で
支
払
っ
た
方

　
日
本
年
金
機
構
等
か
ら
１
月
中
に
お
送
り
す
る

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
、

27年
中
に
年

金
引
き
落
と
し（
天
引
き
）で
お
支
払
い
い
た
だ
い

た
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
）の
金
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。


納
付
書
で
支
払
っ
た
方

　
納
付
書（
領
収
証
書
）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


口
座
振
替
で
支
払
っ
た
方

　
預
（
貯
）
金
通
帳
や
、
区
か
ら

12月
ま
た
は
１
月

に
お
送
り
し
た「
口
座
振
替
払
込
済
通
知
書
」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
平
成

27年
中
に
納
付
方
法
が
変
わ
っ
た
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
額
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

※
還
付
が
あ
っ
た
方
は
、
支
払
っ
た
額
か
ら
、
還
付

額
を
差
し
引
い
た
額
が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】 ▼
国
民
健
康
保
険
料
…
医
療
保
険
年
金
課

国
保
収
納
係（
本
庁
舎

4階
）
（

5
2
7
3）

4
1
5

8、▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
高
齢
者
医
療
担

当
課
高
齢
者
医
療
係
（
本
庁
舎

4階
）（

5
2
7
3）

4
5
6
2、▼

介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
資
格
係

（
本
庁
舎

2階
）（

5
2
7
3）

4
2
7
3へ

。

平
成

27年
中
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た

「
社
会
保
険
料
の
額
」の
確
認
方
法

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
住
民

税
（
特

別
区
民
税
・
都
民
税
）の

申
告
の
と
き
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
に

は
、
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
を

証
明
す
る
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

27年
中
に
納
付
し
た
保
険
料
の
う
ち
、

9月

30日
ま
で
の
納
付
を
証
明
し
た
「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」は
、

11月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

お
送
り
し
ま
し
た
。
確
定
申
告
や
年
末
調

整
の
際
は
、
こ
の
証
明
書
と

10月

1日
～

12月

31日
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の

領
収
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

27年

10月

1日
～

12月

31日
に
、
そ
の

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方

に
は
、

2月

1日

に
控
除
証
明
書
を
発

送
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ（

3月

15日

ま
で
）】
ね
ん
き
ん

定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ

ヤ
ル


0
5
7
0（

0
5
8）

5
5
5（

平

日
午
前

9時
～
午
後

7時
、
第

2土
曜
日

午
前

9時
～
午
後

5時
）
へ
。
自
動
音
声
で

ご
案
内
し
ま
す
。
音
声
に
従
い
「

3」
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

0
5
0か

ら
始
ま
る
電

話
か
ら
は


0
3（

6
7
0
0）

1
1
4
4

へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
の
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

が
必
要
で
す

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
お

む
つ
代
を
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
確
定
申
告

す
る
場
合
、
最
初
に
申
告
す
る
年
は
、
お
む
つ
代
の
領

収
書
に
添
付
す
る
医
師
発
行
の
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。
お
む
つ
代
の
申
告
手
続
き
が

2年

目
以
降
で
あ
れ
ば
、
区
が
発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書

の
内
容
確
認
書
」
で
代
用
で
き
ま
す
。
次
の

4つ
の
要

件
を
全
て
満
た
す
方
に
は
、「
内
容
確
認
書
」
を
発
行

し
ま
す
。発
行
に
は
「
内
容
確
認
書
」の
発
行
を
申
請
す

る
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る
確
定
申

告
が

2年
目
以
降
（
平
成

26年
分
の
確
定
申
告
で
お
む

つ
代
を
医
療
費
控
除
と
し
て
申
告
し
た
方
）

▼

27年
中
に
購
入
し
た
お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
で

確
定
申
告
す
る

▼

26年
ま
た
は

27年
中
に
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る

▼
主
治
医
意
見
書
で
「
寝
た
き
り
度
が

B
1～

Ｃ

2

で
、
尿
失
禁
の
可
能
性
が
あ
る
」こ
と
を
確
認
で
き
る

【
発
行
窓
口
・
問
合
せ
】
介
護
保
険
課
認
定
第
一
係
（
本

庁
舎

2階
）（

5
2
7
3）

3
6
4
3へ

。

　

65歳
以
上
で
、
寝
た
き
り
の
方
や
認
知
症

で
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方
は
、「
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
」
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
認
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
認
定
に

は
基
準
が
あ
り
ま
す
）
。

納
税
者
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者
が
認
定

を
受
け
る
と
、
所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
相
談
係（
本

庁
舎

2階
）（

5
2
7
3）

4
5
9
3へ

。

　区では、地域の身近な文化財や近現代の文化財を、「文

化・芸術」「歴史」「生活」「都市・産業」「平和」「自然」の6つの

分野で地域文化財として認定し、保護・活用しています。

　今回、区内の神社や寺で毎年2月3日に行われる「節分行

事」の中で、その内容や演じられる芸能に特色がある6件

を、27年12月15日付で、いずれも「歴史」「生活」分野で認定

しました。

※各節分行事の内容等詳しくは、各社寺にご確認ください。

神社・寺の節分行事6件を

新宿区地地地域域域文文文化化化財財財に認定

中中井井御御霊霊
ごごりりょょうう

神神社社
中井2－29－16

　鳴弦の儀に続いて鬼追いの

儀となり、神官が方相氏
ほ う そ う し

（鬼を

追い払う四つ目の神）に扮
ふん

して鬼と問答をし、豆をまいて

追い払います。続いて恵比須・大黒が登場し、最後に豆まき

と福分ちを行います。午後3時ころから開始します。

稲稲荷荷鬼鬼王王神神社社
歌舞伎町2―17―5

　最初に神官が弓を引いて弦を弾

く鳴弦
めいげん

の儀を行います。鬼王神社

という社名から、豆まき（春呼びの

儀）の際は「鬼は内…」と唱えます。

午後6時ころから開始します。

花花園園神神社社 新宿5－17－3

　鬼追いの儀で神官と鬼が問答を

し、豆をまいて追い払います。続い

て恵比須・大黒が登場し、最後に豆

まきと福分
ふくわか

ちを行います。午後2

時ころから開始します。

鎧鎧
よよろろいい

神神社社　

北新宿3－16－18

　鬼追いの儀で神官が方相

氏に扮して鬼と問答をし、鉾
ほこ

や豆まきにより追い払いま

す。続いて恵比須が登場し、最後に豆まきと福分ちを行い

ます。午後3時ころから開始します。

【問合せ】文化観光課文化資

源係（本庁舎1階）（5273）

3563・（3209）1500へ。

自自性性院院
じしょういん

　西落合1－11－23

　七福神が登場する都内でも珍し

い節分行事です。最後に豆まきと

福分ちを行います。当日は、太田道

灌ゆかりの「猫地蔵」が年に1回ご

開帳されます。午後1時ころから開始します。

氷氷川川神神社社
下落合2－7－12

　最初に福娘が登場し、次に

神前神楽を披露します。続い

て鬼が登場し、氏子らと問答

を行い、弓や豆まきにより追い払われます。最後に福分

ちを行います。午後3時ころから開始します。
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